
本部役員自薦エピソード 

【会⾧】 
 

①自薦の経緯をお願いします。 

 

もう少し武蔵 PTA に貢献できる取り組みがあると思っておりましたので、 

まだ出番なのかなと思い、本部役員の募集が８月２６日（金）に開始して翌日の８月２７日（土）

に自薦しました。 

早いタイミングで会⾧の自薦がある方がみなさん検討しやすいかなという思いもありました。 

 

②エピソードをお願いします。 

 

2022 年度に続き 2 年目の会⾧をしております。 

本部役員になると、学校のことを知れると言われます。 

学校に行く機会が増えますので、いろいろと見えてくることがあります。 

正門を入って、びわの木があるな、鳥が集まっていて、しばらく見ていると、びわの実が食われてポトポト落ち

てくるな、生物部が育てているのだっけ。 

経営企画室の前に、とても古い椅子があるな、プラスチックではなく木でできている。古いけれど、とっておこ

うと思ったのかな。 

校⾧室は一階にあり前の廊下からは正門がよく見えるな、生徒の日々の行き交うところが目に入るように

なっているな。 

こういうことの積み重ねにより、学校のことが多角的な視点でインプット、統合され、自分の中に入ってきま

す。 

これは、校内のことだけでなく、生徒のことも、教職員のことも、保護者のことでもおこってきます。 

結果として、自分に見えてくる学校の世界が変わってくるわけです。 

２階の廊下を歩くと新入生が期待と不安で入学式前に並んでいた場所に見えます。 

これが学校が知れるということの実際かと思います。 

 

みなさんも学校物語に接続してみてください。 

 


